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■教育学科（中等教育専攻）カリキュラムマップ 

教育学科ディプロマポリシー（学位授与方針） 

教育学科では、以下のような能力を身に付け、かつ所定の単位を修得した学生に学位を授与します。 

（１）確実な知識・理解・技能を有し、広い視野を持ち高度な専門性を備え、実践的な指導力を身に付けた学生 

① 乳幼児・児童・生徒理解：乳幼児・児童・生徒一人一人の発達の特性を理解し、適切に支援できる知識と能力を備えている。 

② 確実な知識・理解・技能：教育学の基礎的な知識を有し、「考える楽しさ」「学ぶ喜び」を育てる専門職として、学んだ知識・技能を高め続けようとする研究心

や意欲を備えている。 

③ 実践的な指導力：学んだ諸能力を保育・教育現場で効果的かつ柔軟に発揮できる実践的な指導力を備えている。 

④ 課題解決能力：教育活動などにおける課題を把握し、その課題解決に必要な情報の収集・分析・整理をし、その課題の解決ができる。 

⑤ ICT 活用能力：情報コミュニケーション技術などを用い、情報収集・分析・プレゼンテーションを適切に行うことができる。 

（２）教育に対する強い使命感と責任感をもち、豊かな人間性を備えた学生 

⑤ 教育に対する使命感と責任感、愛情：教育に対する強い使命感と責任感をもち、愛情を持って入場時・児童・生徒に接することができる。 

⑥ 健康な心身と豊かな人間性：心身の健康の大切さを理解し、豊かな人間性に基づいた教育活動を展開できる。 

⑦ 自らの実践に対する省察：自らの「学び」を土台として、自ら考えたことや実践したことについて省察し、新たな課題に立ち向かう柔軟さや粘り強さを備えてい

る。 

⑧ コミュニケーション能力、チームワーク：連携、協働の大切さを理解し、乳幼児・児童・生徒ならびに、地域住民や保護者、教職員と連携し、自分と異なる考え

をもつ人とも互いに尊重しつつ、教育課題などにチームとして取り組むことができる。 

⑨ 道徳性と倫理観、社会性：倫理、道徳に関する知識と技能を踏まえ、自らの良心や社会の規範やルールに従って行動し、人々の幸せや地域・社会の発展のために

貢献できる。 

 

    

   科目分類・科目名称 

 

                

       主 題 

 

  

             到達目標 

 

  ディプロマポリシーとの関係 

（◎特に重要 ○重要 △望ましい） 

 ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨ 

 

専

門

基

礎

科

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育学概論B 

 

 

 

 

 

 

 公教育の歴史と課題  

 

 

 

 

 

 

１．公教育制度についての基本的原理を理解し説明

できる。 

２．日本の公教育制度についての知識を説明できる

。 

３．教育についての歴史的に論じることができる。 

４．現代の教育問題についての関心をもち、問題解

決のための意見を述べることができる。  

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 教育社会学概論B 

 

 

 

 教育を社会事象のひとつとして客観

的に捉える。 

 

 

 教育を社会事象のひとつとして客観的に捉え、説

明することができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 ○ 

 

 

 教育心理学概論B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学び」の場の心理学・「学び」を促

す心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「育ち」と「学び」との関係、「育ち」に応じ

た「学び」の必要性、「育ち」を促す「学び」につ

いて説明できる。 

２．乳幼児期から青年期の各時期における発達の特

徴と発達課題、さらには環境移行において生じる問

題について説明することができる。 

３．「学習」および「動機づけ」について学び、「

学び」を促す環境や働きかけについて具体的に述べ

ることができる。 

４．学習者の主体的な「学び」について説明するこ

とができる。また、学習者の主体的な「学び」や学

習者同士の学び合いを促す環境・働きかけについて

具体的に述べることができる。 

５．教育における学級集団作りの必要性、さらには

、そこでの教師の役割や影響について説明すること

ができる。 

６．支援者・教師としての専門性の向上を図る上で

重要となる態度や取り組みについて述べることが

できる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教職論B 

 

 

 

 

 

学校において教師が行っている教育

活動とその目的について学び、自分が

目指す教師像について考える。  

 

 

 

・教師は、学校職員の一員であり、服務に基づいて

職務を遂行するということを理解できたか。 

・教員事故防止のためにはどのように行動すべきか

を理解できたか。 

・教育課程の基本を理解し、教育実習に臨む心構え

ができたか。 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 
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・生徒指導・進路指導・安全教育・特別支援教育・

人権教育等の現状と課題を理解できたか。  

・自分が目指す教師像についてしっかりと考えるこ

とができたか。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援教育の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援教育の基本的な理念、障が

い種に応じた指導内容・方法及び合理

的配慮 

 

 

 

 

 

 

1.特別支援教育の理念について説明することがで

きる。 

2.特別な支援を必要とする子ども一人一人の教育

的ニーズに応じた指導・支援を行うために、様々な

障がいの状態について説明することができる。 

3.合理的配慮、指導・支援の在り方によって、幼児

児童生徒の活動や参加が可能となる（障がいの状態

を軽くすることができる）ことについて事例をあげ

ながら説明することができる。  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 
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A

群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育方法論（情報機器及び教材

の活用を含む）B 

 

 

 

 

 教育方法の理論と実践  

 

 

 

 

 

・知識情報、意見を説得的に伝える技術を身につけ

る。 

・他者の意見を正確に聞き取り、論理的に判断でき

る。 

・教育方法についての理論を理解し説明できる。 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育相談の理論と方法B 

 

 

 

教育相談の理論と方法の理解   

 

 

 

1.中学校、高等学校において求められる教育相談の

理論について説明できる 

2.教育相談の方法についてロールプレイングなど

の中で活用できる 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 △ 

 

 

道徳の指導法B 

 

 

 道徳教育の歴史と指導の理論と実践 

 

 

１．道徳教育の歴史についての基本的知識について

説明できる。 

２．道徳の基本的指導法を身につけて実践できる。 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

特別活動の指導法B 

 

 

 

 

 

・特別活動の意義と実践的な指導法。 

・豊かな人間形成を育む教育実践力を

備えた教師をめざす。  

 

 

 

・特別活動における望ましい集団活動が豊かな人間

形成に重要な役割を果たしていることを理解する。 

・教育課程における特別活動の役割と意義を明らか

にし、各活動の指導理念と実践的な指導方法を探る

。 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導・進路指導論B 

 

 

 

 

 

 

 

 学校現場における生徒指導並びに進

路指導についての理解を深め、実践力

を身に付ける。  

 

 

 

 

 

学校において、教師と児童・生徒の信頼関係および

児童・生徒相互の望ましい人間関係を育てるととも

に生徒理解を深め、児童・生徒が自主的に判断、行

動し積極的に自己を生かしていくことが出来るよ

うにするにはどのようなことが必要かを考察する。

また、いくつかの事例を通して、学生の意見・見解

を問うこととする。さらに、進路についての意義と

進学・職業観の育成を図る。   

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

総合的な学習の時間の指導法

B 

総合的な学習の時間の目標と内容を

理解し、それを踏まえた具体的な指導

法について実践力を身に付ける。 

総合的な学習の時間の目標と内容を理解し、児童生

徒が主体的の課題を捉え、効果的なプレゼンテーシ

ョンなどが行えるようにするための、具体的な指導

法の手立てなどを考え、実践することができる。 

  

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

    

教職実践演習 

 

 

 中・高等学校教員としての資質の確

認を行い、教育現場での実践につなげ

ることができるようにする。  

これまでの教職に関する様々な学びが，教員として

の資質能力として有機的に統合・形成され、実際の

現場等で適用できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 ◎ 

 

 

 △ 

 

 

 △ 

 

 

 ○ 

 

 

 △ 

 

 

 △ 
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中等教育課程の意義と編成 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導要領に見る中学校・高等学

校教育課程のポイントと今後の展望

  

 

 

 

 

 

○教育課程の法制や歴史から教育活動におけるそ

の意義を理解できる。 

○現行学習指導要領の特徴を踏まえ、各教科におけ

る指導の重点を理解できる。 

○中学校・高等学校の学習指導要領のポイントを理

解できる。 

○これからの学校教育の課題と展望についてしっ

かりと考えることができる。  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

社会科の指導法Ⅰ（地理歴史） 

 

 

 中学校社会科の枠組みの理解と学習

指導案の作成を踏まえた授業づくり

の実際  

 ①中学校社会科の現行学習指導要領のポイントに

ついて理解する。②教科書に基づく指導内容につい

て理解する。③学習指導案を作成できる。④学習指

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 △ 
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  導案に基づく授業ができる。           

社会科の指導法Ⅱ（公民） 

 

 

 

 

 

 

中学校社会科公民的分野の指導法の

理論と実際   

 

 

 

 

 

・中学校社会科の目的及び内容について学習指導要

領や実際の教科書から読み取ることができる。 

・中学校社会科公民的分野の学習指導案を作成し模

擬授業をすることができる。 

・新聞記事や報道番組を活用して、時事問題に関す

る興味や関心を高めることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理歴史科指導法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高等学校地理歴史科の指導内容と指

導方法の習得  

 

 

 

 

 

 

 

 

①学習指導要領（地理歴史科）のポイントを述べる

ことができる。 

②次期学習指導要領（地理歴史科）のポイントを述

べることができる。 

③日本史・世界史・地理の指導の具体的展開と教材

の取扱いについて理解し、授業づくりを進めること

ができる。 

④学習指導案（細案）を作成することができる。 

⑤模擬授業に基づいて、授業改善について考えるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民科指導法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能の徹底をはかるとともに，

思考力，判断力，表現力を高める授業

づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現行学習指導要領(主に公民科)の主な内容と

現在改訂が進められている新学習指導要領の方向

性について説明することができる。 

② 高等学校において現代社会，政治・経済，倫理

の授業を担当する際に必要な知識・技能，教材研究

や学習指導案の作成方法など，授業づくりの基礎的

・基本的技能が身についている。 

③ 模擬授業を通じて，授業を実際に行う上で必要

なより実践的な授業技術に触れ，成果と課題を認識

するとともに，課題改善の方向性を明確化できてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人文地理学 

 

 

 

 

 

人文現象を幅広く理解するために、人

文地理学の枠組みを紹介する。  

 

 

 

 

前期では、人文地理学の諸分野（人口地理学、経済

地理学、社会地理学など）について理解を深め、人

文地理学の研究方法について学習する。後期では、

人文地理学の一分野である観光地理学の研究分野

について理解を深め、人文地理学の応用性について

考察していく。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然地理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然構成要素のメカニズムや分布を

理解する。   

 

 

 

 

 

 

 

①身近な自然環境に対する興味・関心を持つように

なる。 

②自然環境の基本的な仕組みを理解し、自然の景観

の成り立ちや主な自然災害の要因が説明できる。 

③中学校社会科・高校地理歴史科での指導で求めら

れる自然環境に関する基礎的・基本的な知識を身に

付ける。 

④自然環境の保全と自然災害を回避するための適

切な手段を判断し、行動できるようになる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の特色をとらえる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

①日本や世界の諸地域に対する興味・関心を持つよ

うになる。 

②具体的な地域の「地域性（地域的特色）」を説明

できる。 

③中学校社会科・高校地理歴史科での指導の際求め

られる日本や世界の諸地域に関する基礎的・基本的

な知識を身に付ける。 

④日本や世界の持続可能な発展に求められる適切

な手段や方法を判断し、行動できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本史概説 

 

 

日本の政治・経済・社会・文化の歴史

   

 

日本史における国政上の制度や政治的な事象の変

遷を探求しながら、国家と社会のあり方について修

得すること 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東洋史概説 

 

中国を中心とする東洋史の概説  

 

①歴史を学ぶことにどのような意味があるか説明

できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日本と中国の交流の歴史を説明できるようにな

る。 

③歴史的に物を見る視点を獲得することで、東アジ

アの現況にも関心を抱けるようになる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西洋史概説 

 

 

 中世ヨーロッパ世界はどのようにし

て成立し、変貌を遂げていったか。  

中世ヨーロッパ世界の成立・発展に関して、自ら説

明できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法学概論（国際法を含む） 

 

 

 

 

 

教員のための法学概論  

 

 

 

 

 

 1)教員を目指す学生にとって、必要な法学的基礎

知識を習得し、説明することができる。 

2)現代の学校教育の中の課題について、法的視点か

ら問題点を発見し対応ができる。 

3)教育現場における具体的事例に対し、法的根拠に

基づいた対応ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

経済原論（国際経済を含む） 

 

 

 

 基礎的な経済理論を理解しよう。  

 

 

 

①ミクロ経済学の理論が説明できる。 

②マクロ経済学の理論が説明できる。 

③練習問題（計算問題を含む）を解くことができる

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心理学の基本的事項を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心理学の成り立ちのついて概観できる。 

人の心の基本的な仕組み及び働きについて概説で

きる。 

心理学で用いられる基礎的用語（基本的概念）を理

解した上で、その言葉の日常的用法との違いを説明

できる。 

講義にて紹介された心理学概念・理論に対して、具

体的な行動例を指摘することができる。 

心理学を構成する下位領域から、異なる領域の概念

を用いて１つの行動を説明することができる。 
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 △ 
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発

展

科

目 

障害児の学習支援 

 

 

 

 通常の学級に在籍する障害のある幼

児児童生徒への学習支援  

 

 

 知的障害及び発達障害のある子どもにおける認知

機能の特徴を理解し、子どもの認知特性に配慮した

合理的配慮の提供の仕方を理解することができる。

   

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


